
１．はじめに
当研究所が事務局を務める日本河川・流域再生

ネットワーク（以下、JRRNと呼ぶ）が、「小さな自
然再生」研究会の幹事として水辺でできる小さな自
然再生の全国普及を始めて８年目に突入しました。
本稿では、コロナ禍の2020年における小さな自然
再生の普及促進と技術向上に関わる活動概要を報
告します。

２．水辺の小さな自然再生事例集 ” 第２集” 発刊
JRRNによる水辺の小さな自然再生の普及活動

は、2015年３月に発刊した「水辺の小さな自然再生
事例集」の制作から始まりました。この事例集の続
編として、『できることからはじめよう　水辺の小
さな自然再生事例集　第２集』を2020年３月に発
刊しました。

事例集（第２集）表紙と掲載事例マップ

この続編では、前半部において、水辺でできる小さ
な自然再生について理解を深めるため、小さな自然
再生の大きな役割、地域づくりと教育への効果、適
用される工法の類型整理、また取組に際しての留意
点や安全管理について紹介しています。また後半部
では、北海道から九州まで14の事例について、実際
に小さな自然再生に取り組む担い手の方々に、活動
の経緯や目的、実施体制、工法の説明や工夫した点、
使用材料や工具、施工後の維持管理や利活用の工夫、
活動の効果やキーパーソンなどを執筆頂きました。
本事例集の印刷製本版冊子（全100ページ）をご
希望の方は、送料のみご負担頂き無料で謹呈します

ので、詳細はJRRNウェブサイト（http://www.a-rr.
net/jp/）をご覧ください。

３．小さな自然再生現地研修会のシリーズ開催
小さな自然再生の技術向上を目的に、2015年よ
り「小さな自然再生」現地研修会をシリーズ開催し
ています。
2020年は、新型コロナウイルス感染防止の観点
から、当初予定していた規模を縮小しての開催とな
りましたが、各開催地の共催及び協力団体関係者、
座学講義の講師や現地技術指導役としてご協力頂
いた「小さな自然再生」研究会の専門家各位、また
運営をサポート頂いた学生チームや研修会参加者
のおかげで、全３回の現地研修会を2020年11月に
連続開催することができました。

現地研修会の開催実績（全 11 回）

昨年に開催した全３回の「小さな自然再生」現地
研修会の概要を以下に紹介します。

（1）第９回現地研修会in愛知県・矢田川
◆日時：2020年11月13日（金）
◆場所：愛知県名古屋市・矢田川
◆参加人数：37名
◆主催：愛知県建設局河川課、矢田・庄内川をきれ
いにする会、小さな自然再生研究会、JRRN
◆テーマ：事前モニタリングで学ぶ土砂移動～
河川環境改善を目的としたバーブ工の設置が予
定されている現場において、河道内地形の事前モニ
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有田川で捕獲された両側回遊魚類の遡上個体は、
海洋由来の有機物にみられるイオウ同位体比に近い
値を示した（5.4-20.4 ‰）。一方、河川生態系内、およ
び潜在的に陸域生態系から供給されるミミズやバッタ
等の試料では、陸域由来の有機物にみられるイオウ同
位体比に近い値を示した（-4.8 - 1.6‰）。これにより、
イオウ同位体比分析を用いて、両側回遊魚類による海
洋資源輸送能を評価できることが明らかになった。

【河川の生態系機能への影響】
膨大な個体数の両側回遊生物（特にエビ類；写真２）

が遡上する河川上流では、エビ類の有無が河川の群
集構造や物質循環過程に影響を与える可能性がある。
そこで、川の一区画からエビなどの大型生物を選択的
に除外するために、和歌山県高瀬川において、電気柵
を河川内に設置する野外操作実験を行った（図２）。

図２．電気柵実験の概要

その結果、エビが存在することで資源競争や直接
の捕食により水生昆虫の密度が減少すること、お
よび代謝速度の速いエビ類が生息する実験区では、
それらの存在によって、底生生物によるアンモニ
アの排出量が9.9μmol・hr-1・m-2から24.2μmol・
hr-1・m-2の2.4倍に上昇することが明らかになった。

【両側回遊性魚類の種多様性パターン】
日本では68種の両側回遊性魚類が報告されてお

り、河川で確認されている全魚種の約15％を占める。
両側回遊性魚類は、仔稚魚期に海洋で生活した後、
河川に遡上して成長・繁殖する。そのため、それらの
種多様性パターンは、河川流域内の環境条件のみで
なく、海流の影響を色濃く反映している可能性があ
る。すなわち、両側回遊性魚類の種多様性情報を整
理することは、（1）各流域における海洋と河川の連続
性の指標となる、（2）海洋を介した流域間の連続性の
指標となるという点で、非常に重要な課題と言える。
河川水辺の国勢調査データを活用し、全国の一級河

川109水系における両側回遊性魚類の種多様性情報を

取りまとめて解析を行った。両側回遊魚の種多様性は、
緩やかながら、低緯度地域ほど高い傾向が認められた。
しかし、特に低緯度地域では同程度の緯度でも種多様
性に大きな流域間の差異が認められた。これらの違い
の一部は、各水系が流入する海域と関係しており、海
流の影響を受けにくい瀬戸内海や有明海と八代海沿
岸に流入する水系では、同緯度帯で太平洋側に流入す
る河川よりも種数が少ない傾向が認められた。これは、
太平洋側に流入する水系では、おそらくは黒潮による
海流分散によって南方系の種群が分布することが多い
のに対して、瀬戸内海の推計では、そういった種群の
分布確率が低いことが影響していると考えられる。

図３． 両側回遊魚の種類と緯度の関係．ポイントの色
は５つの水系グループそれぞれを示す：（ピン
ク）オホーツク沿岸（渚滑川から網走川まで）、

（青）太平洋沿岸（釧路川から川内川まで）、
（赤）日本海沿岸（天塩川から松浦川まで）、
（緑）瀬戸内海沿岸（大和川から大野川までと、
土器川から肱川まで）、および（紫）有明海
と八代海沿岸（本明川から球磨川まで）

３．まとめと今後の課題
本研究では、日本列島の河川流域の生物多様性を
特徴づける両側回遊性魚類・甲殻類に注目して、そ
の移動実態を把握する手法開発と移動がもたらす
海洋資源輸送能や物質循環過程の改変といった生
態系機能を解明した。さらに、日本列島における両
側回遊性魚類の種多様性情報を整理した。
全球レベルで進行する気候変動は、海洋・河川の
水温や降雨・増水頻度の変化等を通して、回遊性生
物の移動や機能に大きな変容をもたらすことが危
惧される。今後、本研究で開発した技術や知見をさ
らに発展させることで、気候変動の影響予測や適応
策の策定に貢献することが期待される。

４．参考文献
Gende, S.M., Edwards, R.T., Willson, M.F. & 
Wipfl i, M.S. （2002） Bioscience, 52, 917-928.

Tanaka, R., Hirashima, K., Kunishima, T., Uno, H. & 
Sato, T. （2020） Ecological Research, 35, 494-503.
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１．はじめに
令和２年（2020年）１月に始まった新型コロナウ

イルスの世界的な流行に伴い、令和２年度の柿田川
生態系研究会（以下、研究会）はオンラインに活動
の場を移すこととなりました。本記事では、「コロ
ナ時代」における約１年間の活動を報告します。

２．社会情勢の変遷と研究会の対応
１月15日に国内で最初の感染確認、３月24日に

東京五輪の延期が発表されたことを受け、研究会で
は３月26日、翌年度５月に予定されていた第37回
研究会の会議の延期及び、同時に開催される現地視
察会の中止を決定しました。
その後、１回目の緊急事態宣言（７都府県）が４月７

日に、12月18日静岡県知事による年末年始における
県境をまたぐ移動の自粛の呼びかけ、さらに２回目の
緊急事態宣言（１都３県）が翌１月７日になされました。
その間、研究会では予定していた年間行事のほと

んどについて中止・延期を余儀なくされました。

予定日 内容 対応

5/30 現地視察会
（黄瀬川・芦ノ湖） 中止

5/31 第 37 回 研究会 延期
通年随時 中高生対象 出前教室 募集中止
10 ～
12 月頃

第 17 回柿田川シンポジ
ウム

年度内中止
（翌年へ延期）

1/23
第 37回 研究会（延期後）再延期
現地視察会（柿田川） 中止

3月以降
（調整中）

第 37 回 研究会
～第2回緊急事態宣言解
除後に再設定を予定～

オンラインに
よる実施

表-１　令和２年度 当初予定の年間行事

３．研究会Webサイトでの動画公開準備
そのような中、研究会のWebサイト（http://www.
rfc.or.jp/kakita_group.html）において、上空から撮影
された柿田川の映像の公開準備を進めています。こ
れは、柿田川研究の広報活動を目的とし、研究会代
表の静岡大学加藤憲二名誉教授が国土交通省 中部
地方整備局 沼津河川国道事務所から映像使用の許
可を受けて公開するものです。閲覧者は、Webサイト
上から、ドローンで撮影された四季における上空か
らの柿田川の映像の閲覧ができるようになります。

図-１　 研究会Webサイトに柿田川の動画を掲載
予定（再生される映像の一例：映像出典 国
土交通省沼津河川国道事務所 令和元年４，
８，12月撮影）

４．河川生態学術研究会への会員の参加
困難な状況が続く中でしたが、今年度から４年

間、柿田川生態系研究会の会員を含む研究者が狩野
川・柿田川研究グループとして河川生態学術研究
会へ参加することとなりました。詳細は、狩野川・
柿田川研究グループ 塚越哲代表による本誌の特集 
近年の研究紹介④をご覧ください。

５．令和２年度における今後の予定
延期を重ねた第37回研究会については、２回目

の緊急事態宣言の解除後に、オンライン開催を予定
しています。
研究会では、今後もオンライン活用を含めた活動

の実施に取組んでいきたいと考えています。

柿田川生態系研究会 感染症流行下における
オンライン活動の報告

自然環境グループ 研究員　澤田　みつ子
主席研究員　吉田　邦伸　

タリングのポイント、川の変化の履歴や洪水頻度、
土砂移動等について座学と現地調査（河道内地形測
量、河床材料調査、流速測定、生物調査等）を通じ
て学びました。

（2）第10回現地研修会in秋田県・斉内川
◆日時：2020年11月24日（火）
◆場所：秋田県大仙市・斉内川
◆参加人数：33名
◆主催：（公社）全国土木コンクリートブロック協
会東北地区協議会秋田県支部、小さな自然再生研
究会、JRRN

◆協力：秋田県建設部河川砂防課、奥山ボーリング
株式会社

◆テーマ：多自然をモニタリングする
2018年10月に設置した２基のバーブ工周辺の河

道内地形変化と生物生息状況について、座学と現地
実習を通じて評価し、川の物理環境と生物環境のモ
ニタリング方法について学びました。また、斉内川
上流部に設置されたすずかけバーブの視察も行い
ました。

（3）第11回現地研修会in京都府・美山川
◆日時：2020年11月28日（土）
◆場所：京都府美山町・美山川
◆参加人数：32名
◆主催：NPO法人芦生自然学校、小さな自然再生

研究会、JRRN
◆協力：美山漁業協同組合
◆テーマ：森と川の繋がりを考える
魚類、またその餌となる水生昆虫を増やしていくこ

とを目指し、森と川のつながりについて座学で学び、
小魚や水生昆虫の餌場となる石積みによる「落ち葉だ
まりづくり」を参加者で実演しました。気温５度の寒
さの中、２基の捨て石バーブを手づくりで仕上げ、落
ち葉を流しての実験を行いました。

なお、全３回の「小さな自然再生」現地研修会概
要報告ショートムービー（各５分程度）を作成し、
JRRNの公式YouTubeページに公開しております
ので、ご覧頂ければ幸いです。

JRRNのYouTubeページ

４．おわりに
2021年も「小さな自然再生」現地研修会のシリー
ズ開催を予定しておりますので、多くの方々のご参
加をお待ちしております。
なお、水辺の小さな自然再生の普及活動は、「小
さな自然再生」研究会及び各現場の河川管理者や川
づくりの担い手の協力、また公益財団法人河川財団
の河川基金の助成を得ながら取組んでおり、関係者
各位に厚く御礼申し上げます。
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